
の
法
人
化
に
向

の
撤

回
を
求

日
本
学
術
会
議
の
法
人
化
に
強
く
反
対
す
る
声
明 

 

会
員
任
命
拒
否
問
題
か
ら
法
人
化
方
針
提
起
に
至
る
経
緯 

 
 

二
〇
二
〇

の
菅
首
相

一
名
の
歴
史
学
研
究
者
を
含
む
六
名
の
日
本
学
術
会
議
会
員

の
任
命
を
拒
否

以
来
政
府

任
命
拒
否
の
理
由
を
一
切
明

日
本
学
術
会

議
の
会
員
選
考
や
組
織
の
在
り
方
の
問
題
に
論
点
を
す
り
替

と
し
て
純
粋

学
問
の

の
観
点
の
も
と
に

研
究
者
の
主
体
性
を
尊
重
し
て
設
置
・
運
営
さ
れ
る
べ
き
日
本
学

術
会
議
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
覆
そ
う
と
し
て
き
た

 

 

昨
年
四
月
に
内
閣
府
は

日
本
学
術
会
議
法
の
一
部
を
改
正
す
る

を
提
示
し

政

府
や
産
業
界
の
意
向
に
沿

会
員
選
考
が
可
能
に
な
る
仕
組
み
の
導
入
を
図

日
本
学
術
会
議

の
勧
告
を
受

撤
回

後
八
月

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
の
決
定
に

日
本
学
術
会
議
の
在
り
方
に
関
す
る

な
る
組
織
が
作

そ
こ
で
の
議
論
の

が
発
出
さ
れ

会
員
選
考
に
当

選
考

に
係
る

の
策
定
や
方
針
の
検
討
に
外
部
の
目
を
入

国
と
は
別
の
組
織
に
な
る
方

が
活
動
・
運
営
の
自
由
度
が
高
ま
る
こ
と
は
間
違

等
の
観
点
か
ら
日
本
学
術
会
議
を
法
人
化
し
て

国
の
組
織
か
ら
切
り
離
す
こ
と
が
提
言
さ
れ
た

翌
一
二
月
二
二
日

内
閣
府
特
命
大
臣
決
定

日
本
学
術
会
議
の
法
人
化
に
向

発
出

つ
い
に

日
本
学

術
会
議
を
国
か
ら
独
立
し
た
法
人
格
を
有
す
る

と
す
る
こ
と
が
政
府
の
方
針
と
し
て
言
明
さ
れ
る

に
至

こ
う
し
た
政
府
の
動
向
の
背
景

日
本
国
憲
法
に
定

学
問
の

が
文
化
国
家
の
基
礎
で
あ
る
と
い
う
確
信
に
立

科
学
者
の
総
意
の
下

国
の
平
和
的

の
福
祉
に
貢
献

世
界
の
学
界
と
提
携
し
て
学
術
の
進
歩
に
寄
与
す
る
こ
と
を
使
命
と

て
設
立
さ
れ
た
日
本
学
術
会
議

政
府
や
産
業
界
の
意
向
に
従
属
さ
せ

よ
う
と
す
る
明
白
な
狙

 

 

現
行
の
日
本
学
術
会
議
の
法
的
位
置
づ
け
と
設
立
以
来
の
活
動 

 

日
本
学
術
会
議

確
か
に
内
閣
総
理
大
臣
が
所
轄
す
る
国
の
機
関
で
は
あ
る

日
本
学
術
会
議
法
第

五
条

科
学
の
振
興
お
よ
び
技
術
の
発
達

六
項
目
に
及
ぶ
事
項
に
つ
い
て
政
府
へ
の
勧
告

が
認

点
か
ら
明

日
本
学
術
会
議

国
の
機
関
で
は
あ
る
が
政
府

か
ら
独
立
し
た
特
別
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白

後
の
日
本
学
術
会
議

独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
も
と
に
お
か
れ
る
こ
と
が
予
想

ば
現
在
の
日
本
学
術
会
議
法
第
五
条
に
規
定
さ
れ
る
政
府
へ
の
勧
告
権
が
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

る

の
狙
い
の
中
に
は

国
の
機
関
で
あ
り
な
が
ら
独
立
し
て
政
府
に
勧
告
す
る
機
能
を
有
す

る
現
在
の
日
本
学
術
会
議

単
な
る
政
府

の
下
請
け
機
関
と
す
る
こ
と
が
看
取
さ

 

 

日
本
学
術
会
議
は

二
五
〇
を
超
え
る
政
府
に
対
す
る
勧
告
を
行



数
多
く
の
学
術
的

を
行

を
示

学
術
政
策
に
関

有
意
義
な
活
動
を

行

高
く
評
価

歴
代
の
政
府

勧
告
等
の
多

く
を
黙
殺
し
て
き
た
こ
と
こ
そ
問
題

現
在
の
日
本
に
お
け
る
歴
史

研
究
の
基
盤
的
機
関
の
一
つ
で
あ
る
国
立
公
文
書
館

一
九
五
九
年
に
な
さ
れ
た
日
本
学
術
会
議
の
内

閣
総
理
大
臣
に
対
す
る
勧
告
に
基
づ
い
て
設
置

一
九
八
〇
年
に
な
さ
れ

た

の
制
定

後

の
公
文
書
館
法
や
一
九
九
九
年
の
国
立

公
文
書
館
法
の
制
定

日
本
学
術
会
議
の
先
見
的
な
勧
告
の
意
義
は
明
ら

政
府

積
極
的
に
日
本
学
術
会
議
に
諮
問
を
行

勧

告
・
提
言
・
見
解
を
学
術
政
策
に
摂
取
す
る
努
力
を
行

 

こ
の

日
本
学
術
会
議

自
ら
の
組
織
と
し
て
の
在
り
方
を
前
向
き
に
検
討

二
〇
二
一
年
四
月

日
本
学
術
会
議
の
よ
り
良
い
役
割
発
揮
に
向

を
発
出

中

自
由
で
民
主
的

な
国
家
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る

の
不
可
欠
な
要
件
と
し

学
術
的
に
国
を

代
表
す
る
機
関
と
し
て
の

そ
の
た
め
の
公
的
資
格
の

に
よ
る
安
定
し
た

で
の
政
府
か
ら
の

に
お
け
る

の
五
点
が
挙

げ

日
本

な
国
家

日
本

学
術
会
議
に
必
要
な
施
策

五
点
を
政
府

擁
護

現
行
の
日
本
学
術
会
議
法
の
遵
守
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟

を
事
実
上

政
府
の
隷
属
下
に
置

で
も
な
い
国
家
へ
の
転
落

を
日
本
に
も
た
ら
す
こ
と
へ
と
直
結

 

 

の
狙
い
と
予
想
さ
れ
る
未
来 

 
 

今
回
の

日
本
学
術
会
議
の
法
人
化
に
向

示

会
員
選
考
や
組
織
構
成
の
あ
り
方

二
〇
〇
四
年
に
導
入
さ
れ
た
国
立
大
学
法
人
の
学
長
選
考
や
組
織
の
在
り
方
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ

法
人
化
さ
れ
た
国
立
大
学

の

大
学
の

を
喪
失

さ
ら
に
は

日
本
を
代
表
す
る
大
規
模
国
立
総
合
大
学
の
多

の
指
定
の
た

事
実
上
政
府
や
産
業
界
の
意
向
を
受
け
入
れ
る
体
制
作
り
に
狂
奔
し
た
こ
と
を
忘
れ
て

 

 

ま
た

法
人
化

に
潜
む
問
題
点
の
一
つ
に
財
政

日
本
学
術
会
議
の
法
人
化
に
向

法
人
化

後
の
日
本
学
術
会
議
に
対

必
要
な

を
行

外
部
資
金

獲
得
の
支
援
に
必
要
な
措
置
も

十
分
な
財
政
措
置
が
採
ら

れ
な
い
ま
ま
運
営
費
交
付
金
の
交
付
額
を
大
き
く
減
少
さ
せ
ら
れ
て
多
く
の
国
立
大
学
が
財
政
的
な
苦
境

に
陥
り

の
要
望
に
沿
う
財
政
誘
導
を
伴
う
政
策

を
強
い
ら
れ

て
い
る
現
状
を
見

日
本
学
術
会
議
の
場
合

不
十
分

を
介
し

結
果
的
に
財
政
誘
導
に
よ
る
政
府
・
財
界
等
へ
の
従
属
を
招
く
こ
と
は
必
須
で
あ
る

 

 
 

さ
れ
た
日
本
学
術
会
議
の

法
人
化

の
目
的
が

外
部
か
ら
会
員
選
考
の
あ
り
方
に

介
入
し
て
政
府
・
財
界
等
の
意
向
に
沿
う
会
員
選
考
へ
の
道
を
開

政
府
等
か
ら
の
独
立
性
を
徹
底
的



に
担
保

美
名
の
も
と
で
の

法
人
化

財
政
基
盤
を
不
安
定
化

財
政
誘

導
を
介
し
て
日
本
学
術
会
議
の
在
り
方
を
政
府
・
財
界
等
の
意
向
に
従
属
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る

の
は
明
白

国
家
権
力

学
問
が
戦
争
に
奉
仕
さ
せ
ら
れ
た
苦
い
経
験
を
有
す
る

歴
史
学
研
究
者
・
歴
史
教
育
者
か
ら
組
織
さ
れ
る
日
本
歴
史
学
協
会

懇
談
会
や
内
閣
府
が
進
め
よ
う
と

日
本
学
術
会
議
の

法
人
化

の
方
針
に
強
い
反
対
の
意
を
表

日
本

学
術
会
議

先
に
述

日
本
学
術
会
議
の
よ
り
良
い
役
割
発
揮
に
向

提
起
し
て
自
ら
の
組

織
の
在
り
方
に
対
し
て
の
深
化
し
た
自
省
・
検
討
を
行

て
き
て
い
る

学
術
上
の
様
々

な
課
題
に
対
す
る
多
く
の
有
意
義
な

を
発
出
す
る
な
ど

と
し
て
期
待
さ
れ
る
充
分
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る

性
急
な
会
員
選
考
の
在
り
方
や
組
織

形
態
の
変
更

日
本
の
学
術
体
制
の
根
幹
に
遠
い
将
来
に
ま
で
亙
る
大
き
な
禍
根
を
残
す
も
の
と
言
わ

ざ
る
を
得

現
行
の
日
本
学
術
会
議
法

堅
持

内
閣
府

日
本
の
学
術
体

制
の
在
り
方
を
根
本
か
ら
毀
損
し
か
ね
な
い

日
本
学
術
会
議
の
法
人
化
に
向

を
即
座
に
撤
回
す
べ

き
で
あ
る

 

 

 

二
〇
二
四
年
四
月
一
五
日 

 

日
本
歴
史
学
協
会 

秋
田
近
代
史
研
究
会 

大
阪
歴
史
科
学
協
議
会 

大
阪
歴
史
学
会 

京
都
民
科
歴
史
部
会 

高
大
連
携
歴
史
教
育
研
究
会 

交
通
史
学
会 

駒
沢
史
学
会 

史
学
会
理
事
会 

信
濃
史
学
会 

首
都
圏
形
成
史
研
究
会 

駿
台
史
学
会 

戦
国
史
研
究
会 

専
修
大
学
歴
史
学
会 

地
方
史
研
究
協
議
会 

中
央
史
学
会 

中
国
四
国
歴
史
学
地
理
学
協
会 

朝
鮮
史
研
究
会
幹
事
会 

東
海
大
学
史
学
会 

東
北
史
学
会 



内
陸
ア
ジ
ア
史
学
会 

奈
良
歴
史
研
究
会 

日
本
ア
メ
リ
カ
史
学
会
運
営
委
員
会 

日
本
史
研
究
会 

日
本
史
攷
究
会
理
事
会
・
委
員
会 

日
本
風
俗
史
学
会 

白
山
史
学
会 

福
島
大
学
史
学
会
常
任
委
員
会 

法
政
大
学
史
学
会 

歴
史
科
学
協
議
会
理
事
会
・
全
国
委
員
会 

歴
史
学
研
究
会 

歴
史
学
会 

歴
史
教
育
者
協
議
会 

六
月
五
日
現
在

 


